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泉苑在宅介護支援センター 

あさひ苑在宅介護支援センター 

２００６年（平成１８年） 　１１月１５日発行　第６１号　◆編集と発行　しんあい編集部 

介護に関するご相談は無料ダイヤルで 

老後支援２４時 間 

福祉にっこり２４時間 

● 介護保険を考える 
　　　　PART24 
● スウェーデン・ドイツ 
　　　　視察研修報告 
● 施設だより 
　　　　テーマ「喜怒哀楽」 

〒１８３－００４２    　東京都府中市武蔵台１－１０ 

　　　　　　ＴＥＬ　０４２－３６６－００８０ 

多摩同胞会のホームページを開設 

しています。 

http://www.tama－dhk.or.jp/ 

をご覧下さい 

祝　敬老の日 
みんなで、力を合わせてつくりました。　恵方巻 !（緑苑） 



老人クラブ 

自治会 

民生委員 

府
中
市 

社
会
福
祉
協
議
会 

昨年度まで老人福祉法のもとで予算化されていた在宅介護支援センターは、今年４月の法改定で介護保険法の地域包
括支援センター（以下、包括支援センター）となりました。包括支援センターは、４月から制度化された予防プランも
担当することになったため、多くの包括支援センターは今までの支援センターの仕事ができなくなり、予防プランセ
ンター化していると危惧されています。 
府中市は包括支援センターを直営とし、従来通りの地域型支援センターは今までの活動が継続できるように存続した
全国でも稀な自治体です。地域の支援センターを中心に社会福祉協議会や民生委員さんなどが地域のセーフティネッ
トとなり、昨今報道される悪徳商法の被害者になることを未然に防いだり、課題の多い家族の問題を解決したり、い
わゆる虐待の早期発見や早期解決を行っています。つまり他地域に比べて、安心できる暮らしを実現しているといえ
ます。 
このような援助は、介護保険制度の対象外となります。保険制度の限界をカバーする福祉施策を充実することこそ
が、本当に安心できる暮らしにつながります。みなさんはいかがお考えでしょうか？ 

介護保険を考える  24
鈴木恂子 

２００６年１０月６日付の「シルバー新報」（３頁）は「介護支援専門員７割が困難事例『経験あり』介護保険の限界指摘」という見出
しで、立命館大学の研究会が行った調査結果を報じています。紙面によると、調査では「困難事例」への解決が難しかった理
由として、「介護保険サービスだけでは解決できない」が５５％、「経済的な問題で必要な援助ができない」３８％などがあげら
れており、介護保険制度の限界が指摘されています。当法人の居宅介護支援事業所の介護支援専門員も、解決が難しいご利
用者やご家族の抱える問題に対しては、在宅介護支援センターと相談したり、チームワークで援助したり、通所介護や短期

入所生活介護等のサービス部門の協力を得るなどして、問題解決を図っています。また在宅介護支援センターは、ご利用者
やご家族の状況に応じて、緊急に地区ケア会議を招集し、市の地域包括支援センターや社会福祉協議会、民生委員、生活援
護課（生活保護担当）、障害者福祉課等を総動員し、ご利用者やご家族の当面する複雑かつ困難な問題の解決にあたっていま
す。こうしたことができる自治体は年々少なくなっているのが現状です。今回はあさひ苑在宅介護支援センターの１０日間の
実際の取り組みを追うことで、介護保険制度の限界をカバーしている福祉サービスについて考えます。 

在宅介護支援センターの担当地区ケア会議で検討された具体的な問題には次のような内容があります（『平成１７年度府中市在宅介
護支援センター事業報告書』３～４頁）。－全て介護保険制度だけでは解決が難しい問題ばかりです－ 

■医療・療養に関すること 
・入院期間が長くなり病院から転院勧告が出て
　いるが、転院先が見つからない。 
・結核に罹患しているため、9ヶ月間の予防服
　薬援助が必要である。 
・癌の末期であるが、独居のため緊急対応が困
　難である。 
・体調不良になると不安から頻回に救急車を要
　請する。 
・専門医から入院を勧められたが家族の思いか
　ら入院を延期している。 

■認知症・精神疾患による問題行動 
・独居の淋しさから、リフォーム業者と次々に
　契約して被害に遭っている。 
・近隣に「金返せ」「泥棒が入った」と攻撃的
　な行動が顕著になった。 
・関係機関に対し被害的発言が多くなり援助が
　困難になってきた。 
・子どもの精神病院の退院と同時に同居する話
　が出ているため統合失調症の本人が精神的に
　不安になっている。 

■虐待・介護放棄 
・子どもがギャンブルの散財で、金の無心が酷
　く死にたいとの訴えがある。 
・親族からほぼ軟禁状態に置かれ医療受診や日
　常生活の制限を受けている。 
・介護者が介護サービスの利用を拒否している
　が介護放棄状態である。 
・暴力行為を受けているとの訴えが多くなった
　が言動に一貫性がない。 
・親族に通帳を管理され金銭搾取を受けている。 

介護保険制度下での在宅介 護支援センターの取り組み 

１０日間に援助したご利用者の実人数は、２１３人になります。２１３人の方の状況は、いずれも介護保険の対応を超え
た在宅介護支援センターの支援活動により在宅生活が支えられています。 

・生活保護を受給している方は、２４人で１１％を占めています。経済的問題を抱えている方が多いことがわかります。 
・地域権利擁護事業を利用されている方は、8人です。 
・一人暮らしの方は、５９人で２７％になります。中には安否確認のため、毎日訪問を行っている方もいます。 
・高齢者のみ世帯の方は、３２人です。老夫婦のみの世帯の他、高齢の兄弟姉妹のみで暮らしている方も少なくありません。 
・入院中や老人保健施設入所中の方も１２人います。身寄りのない方が入院、入所された場合や、家族がいても精
　神疾患や認知症などで対応ができない場合には、市役所等と連携しながら、援助を行います。 

高齢者を支える地域のネットワーク（府中市の場合） 2006年10月1日～10日までの援助実数 

権利擁護センター
府中市在宅介護 
　　支援センター 
（Ｈ１７年度まで基幹型）
ボランティアセンター 
 
 
 
高齢者支援課 
生活援護課 
障害者福祉課 
地域包括 
　　支援センター 

府
中
市

福祉サービス 
養護老人ホーム 
特別養護老人ホーム 
自立支援ショート 
入浴サービス 
配食サービス 
地域デイサービス 
見守りネットワーク 

介護保険サービス 

（あさひ苑在宅介護支援センター：延べ人数） 

件数合計

更新

小計

相談件数

認定調査

曜日

居宅

小計

在支

居宅

小計

申請代行

新規

日にち

在支

兼務

5.3

16

日

1

2

3

2

0

0

0

16

14

0

0

1

52

0

7.4

26

18

0

0

8

44

火

10

1

3

3

7

411

26

6.4

106

239

345

40

12

14

計

17

12

34

63

28

5

4.7

23

15

8

2

3

0

8

日

3

2

1

6

30

5.0

4

12

14

1

3

0

26

祝

9

2

2

2

6

7.3

44

4

4

0

0

40

28

12

土

7

1

1

4

6

8.1

65

1

40

30

10

1

0

24

6

金

4

1

3

8

5.4

38

4

3

1

0

34

23

11

木

5

0

3

4

7

7.6

38

3

35

23

12

1

2

0

4

水

3

1

1

5

8.1

57

2

1

1

8

47

39

8

月

2

2

0

5

7

5.4

43

3

1

2

0

40

29

11

火

2

2

8

3

4

件数/出勤職員数

職員の
出勤状況

各居宅支援事業所の 
ケアマネージャー 

通所介護 
訪問介護 
短期生活入所介護 
介護老人福祉施設 
介護老人保健施設 

府中市には１１の地域型支援センターがあり、市直営
の包括支援センターとオンラインでつながっていま
す。また、すべての利用者台帳を整備しています。 

相談員（ソーシャルワーカー） 
在宅介護支援センター 

居宅介護支援事業所 
　 介護支援専門員 
　　（ケアマネージャー） 

 

各介護保険サービス 
提供事業所 

相談を受け、援助が必要な場合には、即訪問し対応します。 
支援センターは２４時間３６５日体制です。そのために施設全体で協力しています。 
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研修報告
 

法
人
創
立
６０
周
年
企
画 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ド
イ
ツ
視
察
研
修
報
告

視
察
研
修
報
告 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ド
イ
ツ
視
察
研
修
報
告 

〜
海
外
に
行
っ
て
日
本
が
見
え
た
〜

〜
海
外
に
行
っ
て
日
本
が
見
え
た
〜 
〜
海
外
に
行
っ
て
日
本
が
見
え
た
〜 

　
法
人
創
立
６０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
現
場
職
員
の

体
験
交
換
研
修
と
は
別
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ

を
中
心
に
し
た
福
祉
施
設
の
視
察
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
４
名
の
職
員
が
、
各
国
の
福
祉
制
度
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
持
つ
異
な
る
視
点

で
観
て
歩
き
、
そ
し
て
食
べ
て
き
ま
し
た
。 

《
視
察
研
修
メ
ン
バ
ー
》 

金
　 

善
英
　 

　
　
（
多
摩
同
胞
会
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
） 

高
谷 

敦
生
　 

　
　
（
泉
苑
調
整
室
次
長
） 

野
尻 

俊
介
　 

　
　
（
あ
さ
ひ
苑
ホ
ー
ム
相
談
員
） 

岸 

ヨ
シ
子
　 

　
　
（
か
ん
だ
連
雀
ホ
ー
ム
相
談
員
） 

ま
ず
、
第
一
印
象
を 

高
谷
「
海
外
研
修
お
疲
れ
様
で
し
た
。
視
察
と
い
う
こ
と
も 

あ
り
、
写
真
も
た
く
さ
ん
撮
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
な

が
ら
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
特
に
印
象

に
残
っ
た
点
を
そ
れ
ぞ
れ
一
言
で
あ
げ
て
も
ら
え
ま
す

か
。」 

野
尻
「
一
人
一
人
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
め
、
尊
重
す
る
こ
と

が
当
た
り
前
の
社
会
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
で
す
ね
。
高

齢
者
施
策
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
始
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
方

の
要
望
あ
り
き
、
だ
っ
た
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。」 

岸
　
「
私
は
何
と
言
っ
て
も
環
境
の
素
晴
ら
し
さ
で
す
。
特

に
庭
の
美
し
さ
に
は
感
激
し
ま
し
た
。
あ
の
中
で
お
茶

な
ど
い
た
だ
い
た
ら
、
最
高
で
す
ね
。」 

高
谷
「
僕
は
、
何
と
い
っ
て
も
査
定
員
と
い
う
仕
事
に
つ
い

て
聞
け
た
こ
と
。
そ
れ
と
ユ
ニ
ッ
ト
チ
ー
フ
の
仕
事
、

特
に
職
員
へ
の
教
育
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
感
動
し
ま
し

た
。」 

金
　
「
私
も
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
が
印
象
的
で
し
た
。
ユ
ニ 

ッ
ト
チ
ー
フ
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
的
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。」   

高
谷
「
こ
れ
は
、
イ
エ
テ
ボ
リ
市
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
第
二
の

都
市
）
で
す
。」 

岸
　
「
古
い
建
物
が
多
く
残
る
街
並
み
で
し
た
。」 

野
尻
「
建
物
自
体
を
建
て
直
す
の
で
な
く
、
内
部
を
改
修
し

て
快
適
に
過
ご
し
て
い
る
、
と
い
う
話
で
し
た
ね
。
ど

の
建
物
も
、
レ
ン
ガ
や
木
材
が
多
用
さ
れ
、
と
て
も
温

か
み
の
あ
る
穏
や
か
な
印
象
で
し
た
。」 

高
谷
「
我
々
の
泊
ま
る
ホ
テ
ル
の
キ
ー
が
、
近
く
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
預
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
驚

き
ま
し
た
…
（
笑
）
」 

野
尻
「
到
着
早
々
に
あ
ち
ら
の
合
理
性
、
と
い
う
も
の
を
見

せ
つ
け
ら
れ
た
気
が
し
ま
し
た
ね
。
良
い
意
味
で
の
割

り
切
り
と
言
い
ま
す
か
、
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
は
し
な
い
。

で
も
そ
れ
が
不
愉
快
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
」 

高
谷
「
視
察
初
日
は
、
三
つ
の
財
団
の
ベ
ー
ガ
ハ
ウ
ス
を
視

察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
元
査
定
員
の
シ
ャ
ス
テ
ィ

ン
さ
ん
か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。」 

 『
ニ
ー
ズ
』
が
す
べ
て
を
決
め
る 

野
尻
「
そ
こ
は
高
谷
さ
ん
か
ら
…
」 

高
谷
「
そ
う
で
す
ね
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
本
人
や
関
係

者
か
ら
介
護
に
つ
い
て
申
請
が
あ
る
と
査
定
員
が
ニ
ー

ズ
査
定
す
る
の
で
す
。
査
定
員
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
と
量
を

査
定
し
ま
す
。
例
え
ば
、
○
○
さ
ん
に
は
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
が
週
○
時
間
必
要
と
い
う
風
に
。
実
際

に
、
何
曜
日
の
何
時
か
ら
何
時
ま
で
ヘ
ル
パ
ー
が
入
る

か
は
、
そ
れ
を
受
け
た
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
担

当
し
ま
す
。
『
ニ
ー
ズ
』
が
全
て
を
決
め
る
ん
で
す
。

そ
こ
に
は
優
れ
た
高
い
専
門
性
が
あ
る
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
高
齢
者

住
宅
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
施
設
と
は
絶
対
に
言
わ
な

い
）
入
居
も
含
め
て
査
定
す
る
の
で
す
。
合
理
的
で
す

よ
ね
。
シ
ス
テ
ム
は
ち
っ
と
も
複
雑
で
は
な
い
。」 

岸
　
「
で
も
日
本
だ
っ
た
ら
、
施
設
入
所
ま
で
の
待
機
期
間

が
長
く
っ
て
…
」 

高
谷
「
そ
こ
は
疑
問
で
し
た
。
査
定
員
が
高
齢
者
住
宅
入
居

が
適
切
で
あ
る
と
査
定
し
て
も
、
実
際
に
移
れ
る
の
か

っ
て
ね
。」 

野
尻
「
こ
こ
の
答
え
も
驚
き
ま
し
た
ね
。」 

高
谷
「
そ
う
そ
う
。
高
齢
者
住
宅
の
確
保
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン

と
呼
ば
れ
る
自
治
体
（
市
の
よ
う
な
も
の
）
に
責
任
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
入
居
の
許

可
が
出
た
人
に
対
し
て
、
３
ヵ
月
以
内
に
高
齢
者
住
宅

の
空
き
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
で
き

な
い
場
合
は
、
罰
金
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
あ
る
。」 

野
尻
「
税
金
が
高
い
だ
け
あ
っ
て
、
行
政
側
も
国
民
に
対
し

て
無
責
任
で
は
い
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
ね
。」 

高
谷
「
査
定
員
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
責
任
は
半
端
で

は
な
い
。
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が
求
め
ら
れ

る
。
も
ち
ろ
ん
同
意
も
得
て
い
る
が
、
と
に
か
く
決
め

ち
ゃ
え
る
ん
だ
も
の
。」 

岸
　
「
ニ
ー
ズ
が
全
て
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

ま
だ
言
い
足
り
な
い
の
で
は
？
」 

高
谷
「
そ
の
通
り
。
も
と
も
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
は
、

貯
金
を
あ
ま
り
し
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
税
金
と
し
て

国
に
貯
金
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
貯
金
は
困
っ
た
時
の

備
え
で
す
が
、
困
っ
た
時
は
、
国
が
保
障
す
る
と
い
う

図
式
な
わ
け
で
す
。
で
す
の
で
、
老
後
を
考
え
、
家
を

持
つ
と
い
う
考
え
に
な
ら
な
い
。
家
族
構
成
の
変
化
に

合
わ
せ
、
住
み
替
え
ま
す
。
そ
の
延
長
で
、
高
齢
に
な

り
介
護
が
必
要
に
な
れ
ば
、
国
が
用
意
し
た
高
齢
者
住

宅
へ
住
み
替
え
る
。
そ
う
い
う
感
覚
だ
と
思
い
ま

す
。
」 

岸
　
「
ニ
ー
ズ
の
話
し
は
？
」 

高
谷
「
査
定
員
は
、
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
ま
す
。
そ
の
方

が
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
場
所
が
高
齢
者
住
宅
で
あ

る
な
ら
、
住
み
替
え
が
望
ま
し
い
と
査
定
す
る
の
で
す
。 新築するにも色合いをそろえるそう。 

岩の上に建つイエテボリ 

べーガハウスにて、小笠原理事 
率いるチームと。 

元
査
定
員
の
講
義
に
聞
き
入
る 
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に
、
本
人
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
や
サ
ー
ビ
ス
は
何

か
を
考
え
て
い
る
。
逆
に
、
重
度
で
も
在
宅
を
強
く
望

む
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
に
プ
ラ
ン
す
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
介
護
度
と
い
う
よ
う
な
も
の
さ
し
を
当
て
る
の

で
は
な
い
。
『
ニ
ー
ズ
』
が
全
て
を
決
め
る
の
で
す
。

国
に
貯
金
を
し
て
い
る
分
、
国
か
ら
支
援
（
ケ
ア
）
を

受
け
る
権
利
が
明
確
な
の
で
す
。
日
本
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
限
界
ま
で
在
宅
で
が
ん
ば
っ
た
後
が
、
よ
う
や

く
施
設
入
所
の
選
択
で
す
。
し
か
も
、
本
人
の
ニ
ー
ズ

ど
こ
ろ
か
、
家
族
と
だ
け
で
決
め
た
り
、
う
っ
か
り
す

る
と
ケ
ア
マ
ネ
自
身
の
限
界
だ
っ
た
り
す
る
。」 

岸
　
「
そ
う
そ
う
…
（
た
め
息
）」  

金 

「
『
サ
ー
ビ
ス
利
用
前
の
状
態
を
維
持
し
た
が
る
ニ
ー
ズ

（
従
前
生
活
維
持
）』
と
『
確
保
さ
れ
た
安
全
保
障
ニ
ー

ズ（
最
低
生
活
維
持
）』
の
間
で
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
常
に
行
う
た
め
の
ニ
ー
ズ
管
理
環
境
は
、
と
て
も
う

ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。」  

高
谷
「
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
と
い
え
ば
も
う
ひ
と
つ
、
ユ
ニ

ッ
ト
の
あ
る
高
齢
者
の
介
護
必
要
度
が
高
く
な
っ
て
も
、

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
す
等
）
場
所
を
移
す
の
で
は

な
く
、そ
れ
に
見
合
っ
た
職
員
の
数
を
増
や
す
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
シ
ャ
ス
テ
ィ
ン
さ
ん
は
、
現
在
は
査
定

員
で
は
な
く
、
三
つ
の
財

団
に
所
属
す
る
ユ
ニ
ッ 

ト
チ
ー
フ
と
の
こ
と
。
彼

女
の
職
員
教
育
に
つ
い
て

の
講
義
も
大
変
興
味
深
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は

別
の
機
会
に
し
ま
し
ょ

う
。
」 

野
尻
「
ベ
ー
ガ
で
い
た
だ
い
た
昼

食
は
お
い
し
か
っ
た（
笑
）」 

岸
　
「
地
域
の
方
や
ご
家
族
も

自
由
に
出
入
り
し
、
利
用
し
て
い
ま
し
た
。」 

野
尻
「
正
に
地
域
と
の
接
点
で
す
よ
ね
。
中
で
生
活
し
て
い

る
方
な
の
か
、
介
護
し
て
い
る
方
な
の
か
、
外
か
ら
食

べ
に
来
て
い
る
方
な
の
か
全
然
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

よ
ね
。」 

一
同
「
ほ
ん
と
う
に
。」 

   

高
谷
「
ベ
ー
ガ
内
で
の
一
コ
マ
で
す
。」 

岸
　
「
廊
下
や
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
自
宅
か
ら
持
ち
込
ん
だ
古

い
家
具
や
ミ
シ
ン
、
絵
画
、
写
真
等
が
沢
山
置
い
て
あ

り
ま
し
た
。
引
っ
越
す
と
い
う
感
覚
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

入
居
者
が
私
た
ち
を
『
待
っ
て
い
ま
し
た
。
』『
ど
う
ぞ

私
の
部
屋
を
み
て
下
さ
い
。』
と
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た 

の
に
は
、
う
れ
し
い
や
ら
驚
い
た
や
ら
…
。
訪
問
者
に

慣
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」 

野
尻
「
本
当
に
、
自
分
た
ち
の
家
に
招
待
し
て
下
さ
っ
て
い

る
感
覚
な
の
で
し
ょ
う
ね
。
『
自
慢
の
我
が
家
を
見
て

い
っ
て
よ
。
』
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
よ
ね
。
」 

高
谷
「
家
具
な
ど
は
、持
込
が
基
本
。こ
こ
で
も
住
み
替
え
る

と
い
う
考
え
が
具
現
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
街
の
風
景
と

中
の
風
景
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
で
し
た
。」 

岸
　
「
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
品
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
１
０
０

年
も
戦
争
が
な
く
、
地
震
の
な
い
国
だ
か
ら
物
が
長
く

大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。」 

 『
五
感
の
ケ
ア
』
が
こ
こ
に
も 

高
谷
「
ベ
ー
ガ
の
中
庭
で
す
。
次
の
日
も
別
の
庭
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
『
感
覚
の
庭
』
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
意
味
は
？
」 

野
尻
「
多
摩
同
胞
会
で
取
り
組
ん
で
い
る
『
五
感
の
ケ
ア
』
、

そ
れ
と
非
常
に
よ
く
似
た
考
え
方
で
作
ら
れ
て
い
る
庭

で
し
た
。
花
の
香
り
、
果
物
の
味
、
穏
や
か
な
色
の

花
々
…
。
地
面
一
つ
と
っ
て
も
、
砂
利
が
敷
い
て
あ
る

と
こ
ろ
あ
り
、
舗
装
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
あ
り
、
ど
ん

な
方
で
も
楽
し
め
る
工
夫
が
随
所
に
こ
ら
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
が
風
景
の
中
に
自
然
に

溶
け
こ
ん
で
い
る
。
科
学
的
・
医
学
的
な
目
線
と
日
常 

の
生
活
の
混
ぜ
方
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
は
さ
す
が
！
と

い
う
感
じ
で
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
含
む
高
齢
者
住
宅
の
入
居
者
が
、
週
に
２
回

は
散
歩
に
出
て
い
る
か
否
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
し

て
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
そ
う
で
す
。」 

岸
　
「
認
知
症
高
齢
者
の
散
歩
に
、
あ
の
庭
は
と
て
も
効
果

的
で
し
ょ
う
ね
。」 

高
谷
「
我
々
に
も
効
果
的
で
し
た
」 

 

人
材
育
成
の
重
要
性 

高
谷
「
２
日
目
は
、
三
つ
の
財
団
の
エ
ン
ゴ
ー
ド
バ
ッ
ケ
ン

と
オ
テ
イ
ウ
ム
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
責
任

者
の
モ
ニ
カ
・
バ
リ
ル
ン
ド
さ
ん
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
福
祉
と
財
団
の
方
針
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し

た
。」 

野
尻
「
く
わ
し
く
は
報
告
書
を
…
」 

高
谷
「
や
は
り
、
人
材
育
成
へ
の
こ
だ
わ
り
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
ね
。
職
員
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
毎
年
作
り
直

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
感
心
す
べ
き
は
、
法
律
や
財
団

の
方
針
を
伝
え
る
こ
と
が
常
に
先
に
あ
る
こ
と
。
こ
れ

は
徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
み
っ
ち
り
と
会

議
室
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
か
ら
現
場
に
入
れ
て
い
る
こ

と
。」 

野
尻
「
非
常
勤
に
つ
い
て
も
同
様
で
し
た
ね
。」 

高
谷
「
こ
こ
で
も
高
齢
者
が
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
に
つ
な
が

る
話
し
が
聞
け
ま
し
た
。
職
員
が
出
張
す
る
な
ど
で
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
マ
イ
ナ
ス
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、

そ
れ
に
代
わ
る
非
常
勤
職
員
を
雇
い
、
補
充
す
る
そ
う

で
す
。
し
か
も
、
多
職
種
の
非
常
勤
希
望
者
が
多
数
コ

ミ
ュ
ー
ン
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。」 

野
尻
「
こ
れ
は
す
ご
い
で
す
よ
ね
。
僕
や
岸
さ
ん
や
高
谷
さ

ん
が
海
外
に
行
っ
て
い
る
間
、
代
わ
り
が
い
る
ん
で
す

も
の
ね
。」 

高
谷
「
う
ら
や
ま
し
い
仕
組
み
で
す
。」 

岸
　
「
非
常
勤
の
登
録
が
多
い
の
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ

だ
け
正
職
員
へ
の
道
は
厳
し
い
の
だ
と
も
、
言
っ
て
い

ま
し
た
。
正
職
員
の
専
門
性
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。」 

高
谷
「
野
尻
さ
ん
、
エ
ン
ゴ
ー
ド
バ
ッ
ケ
ン
の
施
設
看
板
に

あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
一
番
上
が
レ
ス
ト
ラ
ン
で
し
た
ね
。
」 

野
尻
「
い
た
だ
い
た
お
昼
ご
飯
が
こ
れ
ま
た
本
当
に
美
味
し

か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
近
隣
の
学
生
さ
ん
た
ち
も
普
通

に
食
べ
に
き
て
い
ま
し
た
。」 

高
谷
「
岸
さ
ん
、
オ
テ
イ
ウ
ム
の
印
象
は
い
か
が
で
し
た
か
。

こ
こ
は
、
４３
戸
の
高
齢
者
住
宅
に
、
１０
名
の
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。」 

岸
　
「
な
だ
ら
か
な
丘
の
上
の
閑
静
な
住
宅
地
に
、
オ
テ
イ 

ウ
ム
は
あ
り
ま
し
た
。
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
私
た
ち
に
手
を

振
っ
て
迎
え
て
く
れ
た
老
婦
人
が
い
ま
し
た
よ
ね
。
こ

こ
で
も
歓
迎
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
や
は
り
と

い
う
か
、
素
敵
な
庭
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
庭
園
の
よ

う
な
所
も
あ
り
ま
し
た
し
、
中
央
に
は
小
さ
な
温
室
が

あ
っ
て
、
花
の
他
に
果
物
や
ハ
ー
ブ
な
ど
も
植
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
中
に
入
る
と
、
室
内
は
広
々
と
し
て
い

て
、
ど
こ
の
部
屋
の
窓
か
ら
も
庭
が
見
え
る
様
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
冷
蔵
庫
に
『
週
に
何
回

外
に
出
た
か
』
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
表
が
貼
っ
て
あ
り
ま

し
た
よ
ね
。
も
っ
と
庭
に
出
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
冬
が
長
い
か
ら
で
し
ょ
う
か

…
、
高
齢
者
が
外
に
出
る
と
い
う
こ
と
を
と
て
も
重
要

視
し
て
い
ま
し
た
。」 

 

そ
し
て
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
へ 

 

高
谷
「
ド
イ
ツ
は
ベ
ル
リ
ン
に
入
り
ま
し
た
。」 

野
尻
「
空
港
に
降
り
立
っ
た
途
端
に
、
違
い
を
感
じ
ま
し
た

ね
。
慌
し
さ
と
い
う
か
、
に
ぎ
や
か
さ
と
い
う
の
か
。

の
ん
び
り
し
た
時
間
の
流
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
一

転
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
街
に
来
た
な
！
と
い
う
印

象
で
し
た
。
追
い
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
も

な
り
ま
し
た
。」 

高
谷
「
そ
う
で
し
た
ね
。
日
本
が
お
手
本
と
し
た
ド
イ
ツ
の 

介
護
保
険
で
す
が
。
岸
さ
ん
、
視
察
し
た
施
設
の
話
し

を
お
願
い
し
ま
す
。」 

岸
　
「
ド
イ
ツ
で
は
二
ヶ
所
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
介
護
レ
ジ
デ
ン
ス 

バ
バ
リ
ア
Ⅱ
と
い
う
施
設
。

シ
ョ
イ
ネ
マ
ン
さ
ん
ご
夫
妻
が
、
経
営
し
て
い
ま
し
た
。

建
物
は
、
重
要
建
築
物
に
な
っ
て
い
る
古
い
農
家
を
改

築
し
た
、
１
４
０
床
５
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
し

た
。
介
護
の
現
場
は
あ
ま
り
見
せ
て
い
た
だ
け
な
か
っ

た
で
す
が
、
ご
自
慢
の
大
き
な
菩
提
樹
の
あ
る
庭
で
、 

 

季刊しんあい６１号 

7
 

6
 

鮮やかな色使いが印象的 

講義の進め方も合理的 

庭には見るとすぐわかる花を植える 

エンゴードバッケン 

オティウム 

味が伝わらないのが残念 

ベルリンの街 



　 

《
視
察
研
修
行
程
》 

８
月
１９
日
　
出
国 

８
月
２０
日
　
イ
エ
テ
ボ
リ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

８
月
２１
日
　
イ
エ
テ
ボ
リ
三
つ
の
財
団
ベ
ー
ガ
ハ
ウ
ス 

　
　
　
　
　
を
視
察 

８
月
２２
日
　
イ
エ
テ
ボ
リ
三
つ
の
財
団
エ
ン
ゴ
ー
ド
バ
ッ
ケ
ン 

　
　
　
　
　
視
察 

　
　
　
　
　
三
つ
の
財
団
オ
テ
イ
ウ
ム
視
察 

８
月
２３
日
　
ベ
ル
リ
ン
へ
移
動 

　
　
　
　
　（
金
…
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
移
動
） 

８
月
２４
日
　
ベ
ル
リ
ン
介
護
レ
ジ
デ
ン
ス
バ
バ
リ
ア
Ⅱ

　
　
　
　
　
視
察 

　
　
　
　
　
エ
リ
ザ
ベ
イ
ト
視
察 

　
　
　
　
　（
金
…
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
視
察
） 

８
月
２５
日
　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
移
動 

８
月
２６
日
　
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
出
発（
機
内
泊
） 

８
月
２７
日
　
帰
国 

　
尚
、
こ
の
研
修
に
は
鈴
木
常
務
理
事
が
同
行
し
ま
し
た
。

又
、
小
笠
原
理
事
の
チ
ー
ム
と
の
合
同
実
施
と
な
り
ま
し

た
。 

　
今
回
の
研
修
は
イ
エ
テ
ボ
リ
で
友
子
ハ
ン
ソ
ン
さ
ん
、

ベ
ル
リ
ン
で
は
ベ
ル
リ
ン
在
住
の
女
の
会
の
皆
さ
ま
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

で
実
り
多
い
研
修
が
で
き
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
　
入
居
者
が
お
や
つ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
入
居
者
よ
り
表
情
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。
バ
バ
リ
ア
Ⅱ
は
、
２
人
室
と
１
人
室
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
入
居
希
望
者
の
８０
％
は
個
室
を
希
望
す
る

そ
う
で
す
。
利
用
料
金
の
４０
〜
５０
％
の
自
己
負
担
が
発

生
す
る
と
の
事
で
す
の
で
、
や
は
り
、
か
な
り
高
級
な

施
設
の
よ
う
で
し
た
。」  

野
尻
「
こ
こ
で
も
高
谷
さ
ん
が
、
高
齢
者
と
触
れ
合
っ
て
い

ま
し
た
ね
。」 

高
谷
「
た
だ
ね
、
握
手
し
た
手
に
握
力
が
な
か
っ
た
の
が
気

に
な
り
ま
し
た
。
施
設
を
グ
ル
ッ
と
一
回
り
し
て
戻
っ

た
時
も
ま
だ
同
じ
場
所
に
座
っ
た
ま
ま
だ
っ
た
し
…
。」 

野
尻
「
…
」 

 

岸
　
「
施
設
長
さ
ん
の
説
明
も
、
建
物
の
こ
と
に
つ
い
て
終

始
し
て
い
て
、サ
ー
ビ
ス
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
」 

野
尻
「
大
体
、
職
員
の
動
き
が
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
う

ー
ん
。
た
だ
、
そ
う
見
え
た
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

ね
。」 

高
谷
「
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
さ
て
、
次
に
訪
ね
た
施

設
は
、
逆
に
、
ず
い
ぶ
ん
と
親
近
感
を
覚
え
ま
し
た
よ

ね
。」 

 

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
は
今 

岸
　
「
は
い
。
エ
リ
ザ
ベ
イ
ト
と
い
う
名
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
教
会
が
１
５
０
年
前
に
設
立
さ
せ
た
施
設
で
し
た
。

こ
こ
で
は
社
会
福
祉
的
な
理
念
を
感
じ
ま
し
た
。
入
居

者
は
１
５
０
人
で
、
重
症
の
人
が
多
く
、
全
体
は
５
つ

の
フ
ロ
ア
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
高

次
機
能
障
害
が
２
フ
ロ
ア
、
そ
れ
に
一
般
高
齢
者
、
認

知
症
高
齢
者
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
５
フ
ロ
ア
で
す
。

私
は
、
高
次
機
能
障
害
と
い
う
ケ
ア
を
初
め
て
耳
に
し

た
り
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
で
、
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
事
故
や
病
気
、
麻
薬
な
ど
で
脳
障
害
を
受
け

た
方
た
ち
で
若
い
方
も
い
ま
し
た
。
専
門
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
受
け
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
が
、
様
々
な
セ
ラ
ピ
ー
を

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
セ
ラ
ピ
ー
用
の
特
別
な
部
屋

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
、
音
楽
、
光
、

色
、
香
り
な
ど
を
使
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
『
死
と
生
の
間
』
か
ら
目
覚
め
る
人
も
い
る
と
の
説

明
で
し
た
。」 

野
尻
「
ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
は
、
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
は
、
２０
代
の
入
居
者
も
い
る
そ
う
で
す
。
高
谷

さ
ん
は
、
今
度
は
同
年
代
の
入
居
者
と
意
気
投
合
し
て

い
ま
し
た
ね
。」 

高
谷
「
あ
の
方
は
交
通
事
故
の
後
遺
症
ら
し
い
。
置
い
て
あ

っ
た
Ｃ
Ｄ
が
あ
ま
り
に
も
僕
と
趣
味
が
同
じ
な
の
で
ね
。」 

岸
　
「
あ
ら
？
壁
の
ヌ
ー
ド
写
真
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
の

か
と
。」 

一
同
「（
爆
笑
）」 

高
谷
「
お
手
本
と
し
た
は
ず
の
ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
制
度
の

先
行
き
は
、
結
構
厳
し
そ
う
で
し
た
ね
。」 

岸
　
「
保
険
財
源
は
、
５
年
後
の
赤
字
が
確
実
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
、
子
供
の
い
な
い
被
保
険
者

に
追
加
負
担
を
課
す
と
い
う
緊
急
対
策
で
収
支
は
改
善

し
た
も
の
の
、
一
時
的
で
、
介
護
保
険
と
い
う
シ
ス
テ

ム
そ
の
も
の
が
機
能
し
な
く
な
る
の
で
は
…
と
、
懸
念 

し
て
い
ま
し
た
。」 

高
谷
「
私
た
ち
が
ド
イ
ツ
視
察
中
、
金
さ
ん
は
一
人
オ
ラ
ン

ダ
に
飛
ん
だ
わ
け
で
す
が
、
あ
ち
ら
の
報
告
を
。」 

金
　
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
入
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
大
学
図
書
館
は
、
書
籍
が
専

攻
別
に
分
散
さ
れ
て
い
て
充
実
し
て
い
ま
し
た
ね
。
街

に
出
る
と
、
運
河
が
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
あ
る

広
場
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
大
道
芸
）
す
る
人
が
い

ま
し
た
。
そ
う
そ
う
、
そ
こ
に
は
子
供
の
背
丈
ほ
ど
の

駒
が
置
い
て
あ
っ
て
、
見
知
ら
ぬ
人
同
士
が
チ
ェ
ス
を

し
て
い
ま
し
た
。
面
白
か
っ
た
で
す
。
建
物
に
は
落
書

き
が
多
く
『
遊
ぶ
街
』
と
い
っ
た
印
象
で
し
た
。
図
書

館
で
必
要
な
資
料
の
コ
ピ
ー
を
頼
ん
で
、
郵
送
で
受
け

取
る
こ
と
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
オ
ラ
ン
ダ
入
り

し
た
一
番
の
目
的
で
あ
る
『
オ
ラ
ン
ダ
の
高
齢
者
介
護

関
連
制
度
資
料
集
め
』
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
介
護
保
険
が

ド
イ
ツ
の
介
護
保
険
制
度
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
医
療
保

険
と
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ

の
実
情
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
詳
細

は
こ
れ
か
ら
一
緒
に
確
認
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。」 

野
尻
「
空
港
で
金
さ
ん
と
再
会
し
た
と
き
は
、
ホ
ッ
と
し
ま

し
た
よ
。（
笑
）」 

金
　
「
ホ
ン
ト
、
私
も
…
」 

 

私
た
ち
へ
の
宿
題 

高
谷
「
我
々
、
そ
れ
ぞ
れ
に
制
度
の
違
う
国
を
一
度
に
視
察

で
き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
最
後
に
変
な

質
問
で
す
が
、
成
田
に
着
い
た
時
何
か
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
か
。」 

野
尻
「
何
て
う
る
さ
い
ん
だ
ろ
う
っ
て
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空

気
と
違
っ
て
、
な
ん
だ
か
身
体
に
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う

な
湿
気
と
ワ
サ
ワ
サ
し
た
に
ぎ
や
か
さ
…
。
あ
ぁ
、
本

当
に
帰
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
っ
て
。」 

岸
　
「
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
ひ
っ
き
り
な
し（
笑
）。
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
空
港
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
な
か
っ
た
で

す
も
の
ね
。」 

野
尻
「
で
も
、
実
は
こ
れ
が
肌
に
あ
っ
て
い
る
の
か
な
ぁ
と

も
」 

高
谷
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
全
て
に
合
理
的
と
言
わ
れ
る
け
ど
、

逆
に
日
本
が
何
に
し
て
も
『
し
過
ぎ
』
な
の
か
な
と
思

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
過
剰
が
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。

介
護
に
つ
い
て
も
同
じ
か
も
…
。
た
だ
、
こ
れ
は
国
民

性
や
生
活
習
慣
が
違
う
の
だ
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と

同
じ
に
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。」 

野
尻
「
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
で
す
よ
ね
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

人
々
の
日
常
生
活
に
溢
れ
て
い
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー

の
精
神
、
そ
の
背
景
は
き
っ
と
助
け
合
い
の
精
神
で
は

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
よ
。
お
互
い
様
で
助
け
合
っ
て

き
た
厳
し
い
北
欧
の
大
地
の
歴
史
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

で
も
現
代
の
日
本
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？
複
雑
に

な
っ
て
き
て
い
る
気
が
し
ま
す
よ
ね
。」 

岸
　「
で
も
、取
り
入
れ
ら
れ
る
何
か
は
あ
る
筈
で
す
ね
。
」 

高
谷
「
そ
れ
を
抽
出
す
る
の
が
、
我
々
に
残
さ
れ
た
宿
題
で

す
ね
。」 

一
同
「（
う
な
ず
く
）」 

  

《
参
考
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施設長の案内で視察 

ババリアⅡ館内 入居者の若い頃の写真が（認知症フロア） 

ベルリンの日本人のお宅に 
招待されました。 



きずな 

泉 苑 

緑 苑 

全
く
何
て
一
言
を
！ 

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
信
愛
泉
苑
で
は
、
１
１
０
名
の
お
年
寄
り
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
２４
時
間
３
６
５
日
、
ご
利
用
者
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
勤
務
は
主
に
日
中
帯
と
夜
間
帯
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
泉
苑
で
は
、
実
際
に
ご

利
用
者
の
ケ
ア
に
携
わ
る
夜
勤
者
が
６
名
、
管
理
責
任
者
と
な
る
管
理
宿
直
者
と
そ

の
補
助
の
宿
直
者
２
名
の
体
制
で
夜
間
の
施
設
全
体
を
守
り
ま
す
。
私
は
週
に
１
回

程
度
補
助
宿
直
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。 

　
夜
の
勤
務
の
ほ
と
ん
ど
は
何
事
も
な
く
終
わ
り
ま
す
が
、
時
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
起
こ
り
ま
す
。
ご
利
用
者
の
体
調
が
急
に
悪
く
な
っ
て
救
急
車
を
呼
び
同
乗
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
夜
中
に
地
震
が
起
き
て
施
設
の
点
検
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
大
雪
の
朝
は
、
早
く
か
ら
雪
か
き
も
し
ま
す
。
天
井
裏
で
水
漏
れ
が
あ
た
っ
た

め
、
火
災
報
知
器
が
作
動
し
、
消
防
車
が
何
台
も
駆
け
つ
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。 

　
そ
ん
な
中
一
番
哀
し
か
っ
た
出
来
事
は
、
Ａ
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
こ
と

で
し
た
。
「
Ａ
さ
ん
の
お
か
げ
で
ね
、
家
族
の
皆
さ
ん
も
仲
直
り
し
た
っ
て
。
み
ん

な
Ａ
さ
ん
の
お
か
げ
。
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」
Ａ
さ
ん
が
息
を
引
き
取
る
直
前
、
か

た
わ
ら
で
声
を
か
け
て
い
る
職
員
の
言
葉
が
と
て
も
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
Ａ
さ
ん
は
職
員
に
見
守
ら
れ
、
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。 

 

　
私
は
は
か
ら
ず
し
も
、
Ａ
さ
ん
の
最
期
の
瞬
間
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
と
て
も
哀
し
い
瞬
間
で
し
た
が
、
人
生
の
幕
を
閉
じ
る
貴
重
な
一
瞬
で
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
に
関
わ
る
職
員
の
姿
も
、
普
段
ご
利
用
者
と
あ
ま
り
関
わ
る
こ

と
の
な
い
私
に
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

（
事
務
員
　
宗
澤 

章
） 

〜
人
間
の
感
情
を
表
す
総
称
〜 

　
さ
ぁ
、
皆
様
は 

　
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を 

　
お
持
ち
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

『
笑
顔
の
種
』 

子
ど
も
パ
ワ
ー
！！
 

最
期
の
瞬
間 

　
あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
と
近
所
の
八
百
屋
さ
ん
へ
買
い
物
に
行
っ
た
帰
り
に
、
玄
関
前

に
あ
る
花
壇
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
に
咲
い
て
い
る
た
く
さ
ん
の
花
を

見
て
、
「
キ
レ
イ
ね
〜
」
「
ス
テ
キ
ね
〜
」
と
言
い
な
が
ら
花
壇
を
ゆ
っ
く
り
と
一

周
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
と
、
そ
こ
で
花
の
手
入
れ
を
し
て
く
れ
て
い
た
地
域

の
方
に
「
今
年
の
朝
顔
の
種
、
持
っ
て
い
っ
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
、
片
手
い
っ
ぱ
い

に
朝
顔
の
種
を
も
ら
い
ま
し
た
。
い
つ
も
花
の
お
世
話
を
し
て
く
れ
、
季
節
ご
と
に

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
へ
の
感
謝
と
ふ
れ
あ
い
に
喜
び
を

感
じ
な
が
ら
「
じ
ゃ
あ
、
４
階
の
ベ
ラ
ン
ダ
で
来
年
植
え
よ
う
ね
」
と
話
し
な
が

ら
、
思
わ
ぬ
嬉
し
い
手
土
産
を
持
ち
、
お
昼
ご
飯
の
材
料
を
待
つ
皆
さ
ん
の
元
へ
帰

り
ま
し
た
。 

　
今
は
女
性
の
み
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
わ
も
と
で
す
が
、

お
花
を
活
け
て
飾
っ
た
り
、
種
を
蒔
き
花
が
咲
く
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
り
す
る
時
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
は
と
て
も

素
敵
で
す
。
来
年
の
夏
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ベ
ラ
ン
ダ

に
た
く
さ
ん
の
朝
顔
が
咲
い
て
、
全

員
が
喜
色
満
面
に
な
る
の
を
今
か
ら

私
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

（
介
護
員
　
稲
葉
　
悦
子
）  

　
世
の
中
に
は
口
の
悪
い
人
や
口
の
利
き
方
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
も
の
で
す
ね
。

か
く
言
う
私
も
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
無
い
こ
と
は
充
分
わ
か
っ
て
は
お
り

ま
す
が
…
。 

　
先
日
の
事
で
す
。
入
居
者
Ａ
さ
ん
の
具
合
が
悪
く
な
り
、
入
院
の
為
に
あ
る
病
院

に
付
き
添
い
で
行
き
ま
し
た
。
入
院
前
に
「
検
査
の
為
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ
て
く
る

よ
う
に
」
と
看
護
師
の
方
か
ら
言
わ
れ
、
Ａ
さ
ん
と
地
下
に
下
り
て
行
き
ま
し
た
。

カ
ル
テ
を
受
付
に
出
し
て
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
前
で
た
だ
で
さ
え
不
安
で
緊
張
し
て
い

る
Ａ
さ
ん
に
「
心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
」
等
と
声
を
掛
け
な
が
ら
一
緒
に

順
番
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
順
番
が
回
っ
て
き
て
、
技
師
の
方
に
言
わ
れ

た
一
言
、
「
Ａ
さ
ん
の
付
き
添
い
の
方
で
す
ね
、
そ
れ
で
は
Ａ
さ
ん
を
1
番
レ
ン
ト

ゲ
ン
室
の
ベ
ッ
ド
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。
」 

　
い
か
が
で
す
か
皆
さ
ん
！
確
か
に
車
椅
子
の
Ａ
さ
ん
は
背
中
も
丸
ま
り
、
服
も
決

し
て
良
い
も
の
と
は
言
え
ず
、
多
少
み
す
ぼ
ら
し
く
見
え

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
る
病
院

な
の
で
”
グ
ッ
！
”
と
我
慢
し
ま
し
た
が
、
相
手
は
人
間

な
ん
だ
、
物
で
は
な
い
の
だ
ぞ
！
大
バ
カ
ヤ
ロ
ー
。 

（
お
っ
と
、
な
ん
て
こ
と
を
） 

（
介
護
員
　
平
岡
　
貴
弘
）  

　
き
ず
な
の
保
育
室
に
は
子
ど
も
達
の
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
！ 

　
こ
こ
数
年
き
ず
な
の
幼
児
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
今
で
は
０
〜
６
歳
児
ま
で
合
わ
せ

て
３３
名
で
す
。
日
中
は
地
域
の
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
朝
保

育
園
バ
ス
が
迎
え
に
来
る
ま
で
の
間
や
夕
方
保
育
園
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
母
親
が
迎

え
に
来
る
ま
で
の
間
、
常
時
１２
名
ほ
ど
の
子
ど
も
達
が
き
ず
な
の
保
育
室
で
過
ご
し

ま
す
。
な
に
せ
０
〜
６
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
一
緒
な
の
で
遊
び
方
も
様
々
で
す
。

保
育
士
が
作
っ
た
新
体
操
風
の
リ
ボ
ン
を
手
に
踊
っ
た
り
身
体
に
巻
き
つ
け
た
り
、

ま
る
で
指
揮
者
の
よ
う
に
振
っ
て
み
た
り
…
と
、
大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
る
子
ど
も
達

の
か
た
わ
ら
で
、
黙
々
と
紙
と
糊
を
使
っ
て
創
作
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
や
お
も

ち
ゃ
で
遊
ぶ
子
な
ど
な
ど
。
子
ど
も
達
の
少
な
い
日
中
は
、
ゆ
っ
た
り
と
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
保
育
室
が
、
夕
方
は
ま
る
で
別
世
界
の
よ
う
な
大
変
な
賑
わ
い
に
な
り
ま

す
。
で
も
、
ど
の
子
も
笑
顔
笑
顔
。
想
像
力
豊
か
な
子
ど
も
達
に
と
っ
て
保
育
室

は
、
常
に
楽
し
い
空
間
な
の
で
す
。
保
育

士
に
と
っ
て
は
、
子
ど
も
達
が
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
働
き
か
け
る
の
と
同

時
に
、
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
も
の
す
ご
〜
く
大
変
な
時
間
帯

な
の
で
す
が
…
。 

　
そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
達
の
笑
顔

に
は
、
私
達
大
人
を
も
楽
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
く
れ
る
大
き
な
パ
ワ
ー
が
あ
る
こ

と
を
改
め
て
実
感
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
母
子
指
導
員
　
飯
田
明
子
） 

と
　
　
き 

テーマ
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施設だより

あさひ苑 

しらとり 

連 雀 

たっち 

若
さ
の
ひ
・
け
・
つ 

「
不
思
議
カ
ー
ド
」 

「
次
の
世
代
へ
」 

「
よ
う
こ
そ
！！
赤
ち
ゃ
ん
」 

　
　
で
の
ニ
コ
ニ
コ
　
シ
ー
ン 

　
初
夏
の
気
持
ち
の
良
い
陽
気
の
中
、
１１
組
の
妊
婦
さ
ん
と
パ
パ
そ
し
て
お
子
さ
ん

た
ち
が
、
や
や
緊
張
し
た
表
情
で
、
た
っ
ち
の
カ
ン
ガ
ル
ー
講
座
「
よ
う
こ
そ
!!
赤

ち
ゃ
ん
」
に
集
ま
り
ま
し
た
。
マ
マ
の
お
腹
に
は
、
ま
だ
見
ぬ
赤
ち
ゃ
ん
が
ス
ー
ス

ー
寝
て
い
ま
す
。
１
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
新
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、
マ
マ

に
甘
え
た
い
の
を
我
慢
し
て
い
た
り
、
マ
マ
の
お
腹
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を
不

思
議
な
思
い
で
見
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
で
出
産
シ
ー
ン
を
見
た
り
、
５
週
・
１２
週
・

２４
週
の
胎
児
と
同
じ
大
き
さ
の
骨
盤
が
つ
い
て
い
る
お
人
形
を
抱
っ
こ
し
た
り
、
女

の
子
と
男
の
子
の
違
い
を
紙
芝
居
で
見
た
り
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
会
う
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。
胎
児
の
人
形
を
抱
っ
こ
し
た
パ
パ
の
中
に
は
、

「
マ
マ
の
お
腹
に
こ
ん
な
重
い
も
の
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
ぁ
。
」
と
た
め
息
を
漏
ら

す
方
、
そ
っ
と
マ
マ
の
お
腹
を
さ
す
っ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
出
産
シ
ー
ン
で

は
、
感
動
し
て
う
っ
す
ら
涙
ぐ
む
マ
マ
も
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
赤
ち
ゃ
ん

も
大
事
だ
し
、
お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
も
、
と
っ
て
も
大
事
な
存
在
な
ん
だ

よ
」
と
助
産
師
に
声
を
か
け
ら
れ
、
最
後
は
み
ん
な
優
し
い
顔
に
な
っ
て
パ
パ
と
マ

マ
に
甘
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
助
産
師
を
囲
ん
で
、
「
兄
弟
が
生
ま
れ
た
後
の

上
の
子
と
の
付
き
合
い
方
と
生
ま
れ
る

前
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
心
配
や
葛
藤
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

「
我
が
家
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ぁ
、
ば

だ
ば
た
な
の
は
・
・
」
と
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
ほ
っ
と
し
た
様
子
の
パ
パ
。  

　
家
族
４
人
で
ニ
コ
ニ
コ
と
た
っ
ち
に

遊
び
に
来
て
く
れ
る
日
が
楽
し
み
で
す
。 

（
講
座
担
当
　
杉
野
　
光
代
）  

　
こ
の
１０
月
よ
り
府
中
市
で
は
ゴ
ミ
の
分
別
回
収
が
始
ま
り
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動

で
も
話
題
に
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
よ
り
細
か
い
分
別
の
為
、
活
動
中
に
戸
惑
い
の

声
や
、
少
々
お
怒
り
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
１０
月
も
押
し
迫
っ
た
あ
る
朝
の
事
で
す
。
職
員
が
ゴ
ミ
の
説
明
を
始
め
る

と
、
Ａ
さ
ん
が
「
回
収
日
が
良
く
分
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
。
」
の
一
言
を
皮
切
り

に
、
「
蛍
光
灯
と
電
球
の
捨
て
方
が
違
う
っ
て
本
当
？
」
「
紙
オ
ム
ツ
っ
て
何
ゴ

ミ
？
」
「
靴
は
ど
う
な
る
の
？
」
と
続
々
と
質
問
が
飛
び
交
い
、
職
員
が
一
つ
一
つ

丁
寧
に
答
え
ま
す
。
す
る
と
Ｂ
さ
ん
が
「
ど
う
せ
最
初
だ
け
で
続
か
な
い
よ
。
面
倒

だ
し･･･

」
と
怒
っ
た
よ
う
に
ポ
ツ
リ
。  

　
確
か
に
ゴ
ミ
問
題
は
府
中
市
に
留
ま
ら
ず
各
地
域
で
色
々
な
施
行
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
小
金
井
市
で
も
、
既
に
有
料
の
ゴ
ミ
袋
で
ゴ
ミ
出
し
カ
レ

ン
ダ
ー
に
沿
っ
て
出
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
実
に
面
倒
で
イ
ラ
イ
ラ
し
ま
し
た

が
、
間
違
っ
た
分
別
を
す
る
と
回
収
し
て
く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
や
ら
な
い
訳
に
は
い

か
ず
、
今
で
は
分
別
が
当
た
り
前
の
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
お
話
し
す
る
と
、

「
そ
う
よ
ね
ぇ
。
面
倒
で
頭
痛
く
な
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
や
ら
な
き
ゃ
ね
。
」
「
そ

う
そ
う
。
孫
た
ち
の
為
に
も
住
み
よ
い
環
境

に
し
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
。
」
（
頷
く
一
同
） 

　
ま
だ
、
人
に
よ
っ
て
受
け
止
め
方
は
ま
ち

ま
ち
で
す
が
、
大
部
分
の
方
が
「
次
世
代
の

為
に
」
と
考
え
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し

た
。
「
ま
た
、
分
か
ら
な
い
事
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
ね
。
」
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。
」
と
職

員
。
私
た
ち
が
生
活
に
身
近
か
な
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

感
じ
た
朝
で
し
た
。 

（
介
護
員
　
夏
目 

　
尚
実
） 

 

　
し
ら
と
り
学
童
で
は
、
時
折
不
思
議
な
カ
ー
ド
が
子
ど
も
か
ら
子
ど
も
へ
贈
ら
れ

ま
す
。
も
ら
う
時
は
寂
し
い
気
持
ち
が
す
る
け
れ
ど
、
開
く
と
自
然
と
笑
顔
に
な
る

も
の
。
贈
っ
た
側
で
あ
る
は
ず
の
子
ど
も
達
も
、
「
見
せ
て
見
せ
て
♪
」
と
な
る
不

思
議
な
も
の
。
一
体
な
ん
の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
し
ら
と
り
学
童
で
は
学
童
児
が
退
所
す
る
際
、
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
に
、
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
か
ら
と
各
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
思
い
出
の
写
真
を
加

え
た
「
お
別
れ
カ
ー
ド
」
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
ア
ル
バ
ム
を
、
退
所
す
る
子
に
贈
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
、
不
思
議
な
カ
ー
ド
と
は
こ
の
「
お
別
れ
カ
ー
ド
」
の
こ
と
で
す
。 

　
退
所
に
つ
い
て
‘
楽
し
み
！
’
と
い
う
子
も
‘
何
と
も
思
わ
な
い
’
と
い
う
子
も

感
想
は
様
々
で
す
が
、
退
所
前
、
最
後
の
学
童
の
時
間
に
、
代
表
の
子
か
ら
お
別
れ

カ
ー
ド
を
も
ら
う
と
、
み
ん
な
一
様
に
し
ん
み
り
と
し
た
様
子
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
後
す
ぐ
「
見
せ
て
見
せ
て
ー
！
」
と
声
が
あ
が
り
、
「
Ａ
く
ん
の
絵
上

手
！
」
「
Ｂ
ち
ゃ
ん
い
っ
ぱ
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
い
て
る
ね
！
」
な
ど
、
み
ん
な
の
感

想
が
飛
び
交
い
、
も
ら
っ
た
子
も
仲
間
と
一
緒
に
カ
ー
ド
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
、

自
然
と
ニ
コ
ニ
コ
顔
に
。 

　
退
所
は
、
子
ど
も
た
ち
も
職
員
も
、
喜
ば

し
い
よ
う
な
、
寂
し
い
よ
う
な
一
つ
の
節
目

で
す
が
、
学
童
で
は
寂
し
さ
を
仲
間
で
共
有

し
な
が
ら
、
最
後
ま
で
楽
し
く
笑
顔
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。 

 

　 

（
少
年
指
導
員
　
　 

津
端
　
真
弓
） 

　
さ
ぁ
今
日
は
音
楽
療
法
の
日
で
す
。
「
何
を
歌
お
う
か
し
ら
？
！
楽
器
は
何
に
し

よ
う･･･

。
」
「
う
〜
ん
、
タ
ン
バ
リ
ン
、
鈴
、
や
っ
ぱ
り
太
鼓
が
い
い
わ
！
」
先

生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
午
後
だ
と
い
う
の
に
、
午
前
中
か
ら
は
り
き
り
顔
。
発
声

練
習
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
「
歌
の
予
行
練
習
は
良
い
で
す
け
ど
声
を
嗄
ら
さ
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
ね
。
」
と
、
こ
ち
ら
が
心
配
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。  

　
待
ち
に
待
っ
た
音
楽
療
法
が
始
ま
る
と
、
心
配
御
無
用
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
大
き

な
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
「
鈴
を
持
っ
て
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
！
」
先
生

の
ま
ね
を
し
て
身
体
を
動
か
し
ま
す
。
曲
に
よ
っ
て
身
体
の
動
か
し
方
も
違
い
ま

す
。
一
曲
通
し
て
見
て
い
る
と
、
ま
る
で
踊
り
を
踊
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
最
後
の
曲
、
ト
リ
を
か
ざ
る
の
は
「
東
京
音
頭
」
で
す
。
太
鼓
の
音
が
「
ド
ン
ド

ン
ド
ン
」
と
気
分
を
盛
り
立
て
ま
す
。
「
か
ん
だ
連
雀
祭
り
」
と
で
も
題
し
ま
し
ょ

う
か
。
ま
る
で
本
物
の
お
祭
り
が
催
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
活
気
で
す
。 

　
興
奮
冷
め
止
ま
ぬ
ま
ま
今
日
は
こ
れ

で
お
し
ま
い
で
す
。
「
あ
ぁ
楽
し
か
っ

た
☆
」
「
次
が
楽
し
み
だ
わ
〜
！
」
等

な
ど
溢
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
も
飛
び
交

い
ま
す
。
こ
れ
が
意
外
と
い
い
運
動
に

な
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
皆
様
若

い
で
す
ね
！
こ
の
「
楽
し
み
」
こ
そ
が
、

若
さ
の
ひ
け
つ
な
の
で
し
ょ
う
か
？！ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　 

　
（
介
護
員
　
丸
山
　
紘
美
）  
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１４
 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

特別養護老人ホーム　信愛泉苑 
高齢者在宅サービスセンター　泉苑ケアセンター 
養護老人ホーム　信愛寮 
特別養護老人ホーム　信愛緑苑 
府中市立特別養護老人ホーム　あさひ苑 
府中市立あさひ苑高齢者在宅サービスセンター 
府中市子ども家庭支援センター　たっち 

特別養護老人ホーム　かんだ連雀 
かんだ連雀高齢者在宅サービスセンター 
千代田区立岩本町ほほえみプラザ 
子ども家庭支援センター　しらとり 
母子生活支援施設　白鳥寮 
母子生活支援施設　東京都網代ホームきずな 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

御
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

あ
か
し
や
会
　
秋
場
一
男
　
秋
山
商
店
　
浅
川
医
院
　
浅
川
春

巳
　
池
城
安
俊
　
泉
寿
司
　
内
田
利
一
　
内
田
米
子
　（
有
）栄

光
社
　
江
田
廣
子
　
小
倉
妙
子
　
小
沢
末
子
　
乙
葉
美
代
子
　

㈱
オ
フ
ィ
ス
イ
レ
ブ
ン
松
本
様
　
金
子
一
恵
　
兼
坂
駒
紀
友
花

　
㈱
伊
藤
ガ
ラ
ス
　
川
博
　（
財
）菊
葉
文
化
協
会
　
久
保
田
摩

耶
子
　
栗
林
正
昭
　
来
栖
明
美
　
小
出
陽
子
　
小
島
裕
子
　
小

島
ユ
ミ
子
　
小
山
満
里
子
　
近
藤
宏
　
坂
本
文
子
　
佐
藤
保
信

　
㈱
サ
ン
リ
オ
ピ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
ド
　
塩
川
義
雄
　
塩
澤
佳
津
子

　
嶋
田
慶
子
　
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ア
ー
ツ
　
進
藤
宏
道
　
杉
田
裕
　

鈴
木
芳
子
　
須
藤
光
忠
　
関
七
郎
　
関
根
　
久
　
浅
間
町
２
丁

目
婦
人
会
　
浅
間
町
婦
人
会
　
高
砂
会
　
建
壁
ふ
み
子
　
田
辺

十
二
子
　
谷
越
昇
　
千
代
田
区
母
子
寮
婦
ち
ど
り
会
神
保
町
地

区
　
泥
谷
倫
子
　
東
京
都
食
肉
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
東
京
福

祉
会
　
時
田
惇
　
中
野
榮
子
　
西
町
会
　
西
原
自
治
会
　
日
本

製
粉
株
式
会
社
　
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
　
白
鴎
舎
　
浜

田
幸
房
　
平
野
吾
一
　
深
澤
昭
子
　
社
会
福
祉
法
人
東
京
都
共

同
募
金
会
　
藤
田
富
治
郎
　
〈
財
〉
報
知
社
会
福
祉
事
業
団
　
堀

田
佐
知
子
　
増
山
光
快
　
松
井
洋
治
　
三
鷹
市
役
所
子
育
て
支

援
課
　
緑
町
３
丁
目
自
治
会
　
緑
町
自
治
会
　
緑
町
陸
月
会
　

宮
本
利
雄
　
三
輪
武
志
　
武
蔵
台
小
学
校
　
む
さ
し
の
会
　
村

山
繁
太
郎
　
望
月
友
子
　
山
内
俊
子
　
山
本
直
子
　
弓
削
田
恵

美
子
　
吉
田
ヒ
サ
子
　
㈱
読
売
巨
人
軍
　
緑
寿
会
　
渡
辺
せ
い

子 

（
平
成
１８
年
６
月
〜
９
月
） 

会
田
久
枝
　
青
山
幸
子
　
赤
田
美
恵
子
　
赤
林
好
子
　
秋
山
恵

美
子
　
浅
野
貞
子
　
浅
見
ス
ジ
子
　
綱
代
恵
美
　
ア
ナ
フ
リ
リ

玲
佳
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
阿
部
才
千
代
　
ア
ロ
ハ
・
プ
ア
リ
リ
ア
　

飯
田
ア
ヤ
子
　
飯
田
八
重
子
　
飯
塚
喜
亥
子
　
井
口
イ
マ
　
井

口
有
為
子
　
池
田
彩
子
　
石
井
宏
　
石
黒
富
佐
江
　
石
坂
勝
世

　
石
坂
規
容
子
　
石
坂
美
代
子
　
石
原
み
つ
る
　
石
山
萌
　
和

泉
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
　
和
泉
小
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
　
市
川
明
子
　
市

川
知
子
　
市
川
ア
イ
子
　
伊
東
冨
美
子
　
稲
垣
セ
キ
子
　
井
上

陽
子
　
井
上
宏
子
　
井
踏
世
津
子
　
今
喜
多
ト
シ
エ
　
上
田
悦

子
　
上
野
玲
子
　
上
野
和
子
　
鵜
沢
シ
ズ
　
内
野
ミ
ヨ
子
　
内

堀
美
喜
　
梅
沢
佳
代
子
　
江
口
亜
津
子
　
海
老
澤
信
子
　
海
老

原
志
づ
子
　
遠
藤
み
つ
よ
　
遠
藤
陽
子
　
遠
藤
伊
代
　
遠
藤
博

　
遠
藤
洋
子
　
大
川
久
美
子
　
大
久
保
峯
子
　
大
倉
弘
子
　
大

西
妙
子
　
大
橋
君
子
　
大
橋
正
子
　
小
笠
原
敦
子
　
緒
方
シ
ゲ

子
　
緒
方
智
恵
美
　
岡
田
基
子
　
岡
野
玲
子
　
小
川
喜
代
子
　

小
川
智
恵
美
　
荻
野
和
子
　
荻
原
八
枝
　
小
倉
道
子
　
尾
崎
ヨ

シ
子
　
尾
崎
節
子
　
お
笑
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
門
井
ゲ
ー
ム
　
恩

田
猛
　
海
江
田
紀
久
子
　
笠
間
豊
子
　
梶
田
慶
子
　
鹿
島
千
重

子
　
加
藤
博
子
　
加
藤
洋
子
　
加
藤
静
　
加
藤
佑
子
　
金
澤
静

江
　
金
沢
富
久
子
　
上
沢
美
知
子
　
亀
岡
紀
知
信
　
川
崎
綾
子

　
川
崎
和
代
　
川
崎
恵
　
川
出
美
恵
子
　
神
田
消
防
少
年
団
　

神
田
大
和
町
町
会
　
北
村
三
枝
　
城
所
栄
子
　
木
下
照
子
　
木

村
幸
子
　
木
本
敦
子
　
草
野
裕
恵
　
草
野
美
鈴
　
窪
田
正
紀
　

久
保
田
摩
耶
子
　
窪
野
咲
子
　
黒
澤
貞
子
　
警
察
学
校
　
弦
間

ま
さ
　
小
出
晨
一
　
小
出
由
美
子
　
小
岩
井
雅
人
　
郷
精
四
郎

　
他
、
下
町
か
っ
ぽ
れ
曙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
　
河
野
ト
シ

ヨ
　
小
坂
緑
　
小
島
百
合
子
　
子
雀
会
　
小
谷
文
子
　
小
林
久

子
　
今
野
幸
子
　
紺
野
和
子
　
ザ
・
ボ
デ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
　
斉
藤

孝
子
　
斉
藤
和
子
　
佐
伯
ヨ
シ
子
　
酒
井
紘
子
　
酒
井
澄
　
坂

下
貴
美
子
　
坂
本
越
子
　
桜
山
左
恵
　
佐
々
木
英
子
　
佐
々
木

カ
ズ
子
　
佐
藤
秋
子
　
佐
藤
英
子
　
佐
藤
な
か
子
　
佐
藤
瑞
樹

　
他
、
ボ
デ
イ
シ
ョ
ッ
プ
六
本
木
店
の
皆
様
　
佐
藤
和
子
　
佐

藤
初
江
　
佐
野
田
鶴
子
　
塩
入
圭
子
　
塩
澤
千
鶴
　
鴫
原
洋
子

　
重
田
文
子
　
品
田
啓
子
　
島
津
弘
子
　
島
田
た
ず 

清
水
文

枝
　
清
水
よ
ね
　
下
江
美
鈴
　
下
条
エ
イ
子
　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

エ
ン
ド
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
　
進
藤
サ
エ
子
　
進
藤
琿
子
　
杉
本
久

子
　
鈴
木
綾
香
　
鈴
木
嘉
子
　
す
み
れ
会
　
清
野
き
そ
子
　
関

根
久
　
瀬
戸
貞
子
　
薗
田
澄
子
　
平
艶
子
　
高
蔦
米
子
　
高
田

道
敏
　
高
鍋
恵
子
　
高
沼
ひ
と
み
　
鷹
野
榮
子
　
高
野
晴
美
　

高
橋
ち
よ
子
　
高
橋
幸
子
　
田
口
稔
子
　
竹
内
由
美
子
　
竹
内

範
子
　
竹
松
ふ
く
　
た
つ
な
会
　
辰
本
ケ
イ
子
　
立
石
絵
里
香

　
田
中
久
美
子
　
田
中
叡
子
　
田
中
清
美
　
田
中
翠
　
谷
澤
ミ

ツ
子
　
田
部
美
智
子
　
ち
よ
だ
演
芸
座
　
ち
よ
だ
企
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会
　
千
代
田
区
立
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
　
ち
よ
だ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
土
屋
和
子
　
角
田
和
歌
子
　
手
塚
正

輝
　
富
岡
ヒ
ロ
子
　
中
澤
キ
ミ
子
　
中
下
秀
子
　
中
嶋
永
子
　

長
島
広
美
　
中
田
愛
子
　
永
野
信
子
　
中
野
喜
久
馬
　
永
見
聡

三
郎
　
中
村
フ
サ
子
　
中
村
清
美
　
中
村
美
佐
江
　
中
山
康
　

新
津
好
美
　
新
村
孝
子
　
西
久
保
長
子
　
西
宮
智
恵
子
　
二
宮

澄
子
　
根
岸
路
子
　
野
坂
昭
弘
　
萩
村
光
恵
　
萩
原
春
代
　
橋

口
綾
子
　
橋
本
節
子
　
長
谷
川
宣
子
　
羽
鳥
み
の
る
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
花
咲
き
村
　
丹
生
初
江
　
早
川
洋
子
　
羽
山
直
子
　
原
敬

五
郎
　
区
内
歯
科
医
院
勤
務
歯
科
衛
生
士
有
志
の
皆
様
　
原
田

康
子
　
原
田
良
子
　
肥
後
住
江
　
平
泉
順
子
　
平
澤
み
ど
り
　

平
田
敦
子
　
平
野
幸
子
　
平
野
博
典
　
平
山
房
子
　
福
岡
恵
利

子
　
船
岡
栄
子
　
フ
ラ
・
プ
ア
エ
フ
　
ベ
ラ
ー
ノ
　
法
師
人
富

子
　
堀
田
武
三
郎
　
堀
佐
和
子
　
堀
切
重
明
　
牧
内
ヤ
ス
子
　

松
浦
良
枝
　
松
沢
佳
代
子
　
松
澤
通
子
　
松
下
朗
　
松
下
朋
子

　
松
田
恵
子
　
松
野
ア
イ
　
松
本
東
子
　
松
本
み
な
と
　
松
本

孝
宣
　
松
本
ヤ
ス
子
　
水
美
智
子
　
水
谷
静
枝
　
水
野
智
恵
　

三
井
喜
久
江
　
三
井
淑
子
　
宮
崎
美
知
子
　
宮
崎
美
知
子
　
宮

澤
由
紀
枝
　
宮
下
美
智
子
　
明
神
よ
し
恵
　
明
神
れ
い
子
　
三

輪
孝
子
　
室
敦
子
　
茂
木
万
里
子
　
森
玲
子
　
森
下
晋
　
森
田

珠
恵
　
守
永
朋
子
　
谷
貝
祥
子
　
八
木
か
つ
子
　
矢
島
道
子
　

安
田
恵
　
　
佳
代
子
　
山
上
涼
子
　
山
口
眞
実
　
千
代
田
区
児

童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
　
山
田
一
丸
　
山
田
和
男
　
山

田
ケ
イ
子
　
山
田
佳
津
江
　
山
田
賀
代
子
　
山
田
喜
美
江
　
山

田
サ
ワ
子
　
山
田
シ
ヅ
　
山
田
順
子
　
山
本
峰
子
　
弓
削
田
恵

美
子
　
横
田
明
子
　
横
田
公
子
　
與
座
京
子
　
吉
川
孝
一
　
吉

田
陸
子
　
吉
野
美
恵
子
　
米
山
秀
子
　
脇
山
令
子
　
渡
辺
キ
ク 

  
  

（
平
成
１８
年
６
月
〜
９
月
） 

真剣です！土曜日朝の勉強会 

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介 

　
　
〜
東
京
都
網
代
ホ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ず
な
〜 

　
「
宿
題
？
や
だ
〜
！！
」
「
ド
リ
ル
？
や

ら
な
〜
い
！！
」
と
い
う
子
の
学
習
を
強
力

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
が
、

き
ず
な
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で

す
。
３
名
の
先
生
の
個
性
が
キ
ラ
リ
と
ひ

か
る
学
習
ス
タ
イ
ル
に
、
子
ど
も
達
も
楽

し
く
勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　 

　
１０
年
以
上
も
お
手
伝
い
頂
い
て
い
る
島

津
先
生
は
塾
の
先
生
を
し
て
お
い
で
で
、

キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
態
度
に
子
ど
も
達
も
身

を
引
き
締
め
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も
時
間
を
守
れ
な
い
子
が
「
あ
と
１０
分
し

た
ら
い
く
の
。
言
っ
て
ね
。
覚
え
て
て
ね
。」

と
職
員
に
念
を
押
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
先
生
に
触
れ
な
が
ら
、
学
習
内
容
の

み
な
ら
ず
学
ぶ
態
度
や
姿
勢
も
学
ん
で
い

る
様
子
。
職
員
と
は
ま
た
違
っ
た
関
わ
り

に
、
日
々
感
謝
！！
し
て
い
ま
す
。 

（
若
林
　
佑
子
）  

　
多
摩
同
胞
会
の
理
事
で
あ

り
、
施
設
の
管
理
医
、
産
業

医
を
長
い
間
務
め
て
こ
ら
れ

た
浅
川
春
巳
先
生
が
９
月
３０

日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。 

福
祉
施
設
の
医
療
に
つ
い
て

深
く
理
解
さ
れ
、
利
用
者
の

急
変
に
は
い
つ
も
駆
け
つ
け

て
下
さ
り
、
職
員
の
健
康
管

理
に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。 

訃
　
報 

　
多
摩
同
胞
会
は
今
年
創

立
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
記
念
と
し
て
、
法
人

「
６０
年
史
」
の
発
行
、
「
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
や
「
感
謝

の
つ
ど
い
」
の
開
催
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。 

　
還
暦
を
迎
え
る
法
人
が
、

喜
寿
や
米
寿
、
白
寿
も
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
様
の
ご
支
援
を
賜
わ
り

た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

（
上
野
広
美
） 


